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論 文 内 容 の 要 旨
時代 ・社会 を問わず どこにで も遍在す る物語 という、意志や感情や知識の交換様式がく小説
〉 という物語形式 を獲得 して以来、 物語のエ ンデ ィング を長 らく支配 してきたのは、主人公 が
経 る冒険 の大小 ・振幅 に関わ りな く、主人公(そ の相手)の 死であ った。以 下の ささやかな試
み は、 さまざ まな物語形式の伝統 が培ってきたおな じみ の主題やテーマやモチー フを参 照なが
ら、小説言語 による物語 において死が どのよ うに取 り扱われているか をフラ ンス小説の世界 で
瞥見 し、小説 あるいは物語 とは何 かを考 察する手がか りにしようとす るものである。
第1章 物語 と死
(遍在する物語 ・物語の解体あるいは疎外 ・物語の復権 ・小説の物語 ・物語の三つの審級 ・小
説あるいは二部仕立ての死の物語 ・小説あるいは物語)
物語 はそれが 小説 とい う文学 ジャ ンル に納 まる まで は、常 な らざるくで きご と〉 の展開 で
あった。物語 の歴史の、 近代か ら現代 に至る歩 み とはその内容の有為転変、起承転結 を次第 に
平板 に して い く過程で ある と捉 える こ とがで きる。 華々 しい物語 を語 り終 えるため に主人公
(の 相手)を 殺 せばよかった時代 を経 て、20世 紀後 半の小説家は死 に至 る物語 を捨てて死か ら
始 まる物語 に取 り組み始 めた と言 えよう。私見 によれば、そ のためには愛 と死 の物語 を解体す
る必要があった。 ビュ トール とロブ=グ リエ は(19世 紀 的)父 殺 しを実践 した世代 に属 して い
る。 作家たち による解体 は物語 内容 と語 り方 に及ぶ が、研究 ・批評家た ちもまたナ ラ トロジー
の名称の下に物語 分析 の方法 ・視点 を刷新 し始 める。50年 代か ら70年 代 にかけて盛ん とな り今
日に至るその諸成果 は物語 と語 りを分離 し、物語 を軽視 し、語 りを重視 した ところか ら生 じた。
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本論は死 ・喪の物語 を分析 し、そ の内容 と語 りの総合 ・融合 によって物語 が構成 されてい るこ
とを証 し、物語 の復権 をはか り、小説の物語 とは何か を考察 しよ うとする。
そのためにシー クエ ンス、テーマ を始 め とす る若干の概念 を操作 し、物語 の新 たな概念化 を
試みた。本論で は、物語テクス トに接する者が、その読書行 為の前中後 に 自ず と照 し合 わせ、
思 い込み、 まとめ上げ る、 仮装 されたくで きごと〉の レベル を物語1と し、物語 テクス トに書
き込 まれて、語や文の連鎖 か ら成 り立つく語 られた こと〉の レベル を物語Hと し、読書 によっ
て分析 ・総合 し、テーマそ の他 の特徴 を抽 出 してえた結果を報告す る際に 自ず と取 る姿 を物語
皿とす る。物語 に接する者 が素朴 な形式 か ら複雑 な形 式に至 る諸段 階(印 象、批評、研究)で
一定 のまとまりを外部に向かって伝 えるかぎ り、そ の言 説は解釈学 的な物語 とな らざるをえな
い。解釈が探 求であ り、物語解釈が物語 となる とすれば、探偵(推 理)小 説 とは物語 と解釈 の
両者 を露 に結び付けたく物語 につ いて の物語〉 と考 え られ る。物語 を考察す ることが、隠 され
た メッセージにた どり着 くために必要な手がか りを物語Hの 内部 に求 めることだ とすれば、読
者はあ らゆる物語 を推理小説 に還元 して解読 しようとして いる。
この立場か らフランス小説 にお ける死 ・喪 の物語 を解読す るに当た って、要約作業 を不可欠
の もの とみな し、具体的な分析 の仕方 を 『ボ ヴァ リー夫人』 によって例示 した。 この小説 にお
ける死 の物語 のひ とつは主人公 シャルル の最初の妻 に関わ る。物語 ∬の冒頭 を占め るその経緯
を物語1の レベルで要約 し、それ をさらに縮小す る形で、プ ロップその他 に倣 い、 シークエ ン
ス として表層 的に分節 してみれば、例えばく母 による息子の嫁探 し一夫の甘 い夢 一妻の専制 一
女 との出会 い一妻 の横槍 一夫の服従 一息子 ・夫 を巡る姑 と嫁の確 執 一妻の財産 に関する嘘の暴
露 一舅 ・姑 との非難 一夫 の弁護 一突然 の死〉 とな る。 このシー クエ ンスで妻 が夫 にね だ るシ
ロ ップに注 目し、そ こか ら私たちは妻 の夫 に対 する過度な要求、 〈誘惑〉 というテーマを引き
だ し、 〈ボ ヴァ リー夫人 の受難 〉 とい う主題 を持 った物語 皿へ 向か う手がか りをつ かむだ ろ
う。 このような説明はシークエ ンス として まとめた部分が物語 全体 にはめ込 まれ た特権 的な部
分 とみなす ことか ら成立 している。 この視点 ・方法 を象嵌法(デ ー レンバ ッハ)と 呼ぶ。 この
死 の物語 には夫の追憶に耽 る喪の物語 が付 随 してお り、 要約化、 シークエ ンス、物語 の三審級
が 同じや り方で考察 され るが、要 は遺 され た夫が世 間の同情 を買い、再婚 の披露宴 というく祝
祭〉 に至 る過程 として終 わる。
物語Hの 冒頭 を占める死 ・喪の物語 を、 シャルル の入学騒 ぎ とい う祝祭で始 ま り再婚 の祝祭
で終わ ると要約する とき、私 たちは誘惑、祝祭、道化、供儀 な どの諸テーマか ら構成 され るく
ボ ヴァリー夫人の受難 〉 という、三人 の夫 人の相手 であるシャルル の受難 を対 にした主題 の物
語 皿へ とすで に向かって いる ことにな る。そ のた めには物語H全 体が含む他の死 ・喪 の物語 の
分析が必要になる ことは言 うまで もな い。
第2章 祝 祭 と して の 死
(物語社会 にお ける死 という事件 ・供儀 としての死 ・道化 あるいは服喪 ・父 の部屋か ら母 の部
屋 へ ・供儀 に至 る幻想 ・生け賛の死体)
バ タ イ ユ が文 学 創 造 の営 為 を供 儀 に結 び つ けて 考 察 した こと に倣 って 、 物 語 にお け る死 を供
儀 と い う側 面 か ら解 読 して み る。 供 儀 に加 え て 、 同 じ くバ タ イ ユ の 「蕩 尽 」、 交 換 の テ ー マ に
触 発 され 、祝 祭 とい う主題 を構 成 す る道 化 、放 蕩 の テ ー マ を 挿 入 す る こ とに よ っ て 『ボ ヴ ァ リー
夫 人』、 『母 』、 『ナ ナ 』、 『夢 』 にお け る死 ・喪 の物 語 を解 読 して み る と、 表 層 の 物 語 の 死 は 病 い
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や事故や失恋 の痛手 のように特定化され る。 物語世界の存在は生 を犠牲に し、 あるいは夢 を実
現 し、 あるいは幻想 を生きるために死 を選ぶ が、 そ うした死は深層の物語 においては供儀 の死
とな る。 というのも冒頭か ら末尾に至るまで出会い に始 まって死で終わる物語過程 は祝祭で始
ま り、祝祭 を目指 し、祝祭 のクライ マ ックス で道化 が死 ぬ とい う生け賛の儀式 をなぞ るか らで
ある。
『ボ ヴァ リー夫人』 は、 シ ャルルが道化 として祝祭 空間 を作 ると ころか ら幕が上が り、 エマ
の壮絶な服毒死 とシャルルの服 喪 ・死 によって幕が下 りる。二人が生きる過程 を道化や 服喪か
ら成る シー クエ ンス として分析すれば、過剰 な装飾 を身にま とい、突飛 な言動 をまき散 らす道
化で あった二人の死は供儀 の死で ある と結論 され る。r母 』 にお ける、父 の死 を契機 と して母
が息子 を性的放蕩 の世界に誘惑 し、教育 し、母 の死で終 わる物語 もまた、二 人のあいだに母が
選んだ女性たち を媒介 として行われ る乱痴気騒 ぎの表層 か ら、性 と生を蕩尽す るバ ッカスの饗
宴 とい う神話的深 層を志 向す る。そ のことによって近親相姦 とい う表層 のテーマは供儀 という
深層 のテーマ となる。 『夢』 は、幼 児の死 を母 の呪いが原 因だ としてそ の墓 に額ず き続 ける男
女 に養われた ヒロイ ンが、母 の死 と引き替 えに誕 生 したゆえに父 に憎 まれ続 けて きた息子 と相
思相 愛 とな り、 その結婚披露宴 の最 中に死ぬ という表層 の物語 を通 して、物語 とは供儀 の死 に
至 る幻 想の展 開であ り、幻想の実現 の過程 であ ることを教 える。 この 「家族小説」(フ ロイ ト)
の物語 において、孤児で あった娘 の祝祭 にお ける死 は父母 の背負 って きた罪責感 を照 う供儀 と
なる。
誰 かが死 ぬ ことで死 の物語は閉 じるが、〈そ の後〉 の物語が 開 く。すで に上記 の三つ の物語
は壮絶 な死で終わ るが、実は 冒頭 に別の死 をさ りげな く措定 して いる。死か ら始 まる喪 の物語
において、遺 され た者た ちが死 を意識 し続け るため に死体 ほど有効な ものはな い。 喪 の物語 を
分析す るに当たって、 いわばく死の舞踏〉か ら始 めるのはそ のた めで ある。
第3章 死体の論理
(語る トランジ ・物語る死体 ・トランジの制作 ・閉じこめられた死体のメ トニミー ・〈不気味
なもの〉あるいはタナ トス)
祝祭 の道化は死者 となって も過剰 な まなざ しを受け続 ける。腐乱 し溶解する死体 としてのエ
マやナナ はそ の死体で遺 された者 を踊 らせ る。モルグ に晒 された死体 にまなざ しを惹きつけ ら
れ る者た ちが語 り出す ゆえに、死体 が物 語を生み出す という物語の論理が生 じる。 喪の物 語の
テーマ は墓暴 きで ある。暴かれた ものを見 た者は、〈不気味な もの〉(フ ロイ ト)を 感 じて、
「死 への関係、意 図せざ る再帰、去勢 コ ンプ レックス」 に関わ る不安感 に襲われ る。 『制作』
そ の他 の物語世界 に登場 して トランジ(腐 敗死骸 像)の 制作 に駆 り立て られる画 家たちがその
ことを明 らか に して いる。腐 敗す る死体 を描 く画 家たちの語 り=絵 とは、創造行為 を破壊 し、
さ らには彼 ら自身 をも腐敗=破 壊 してい く装置である。それゆえ 『知 られざる傑作』 その他 に
お いて の死体 の絵 に関わる者 たち、す なわちくその後 〉の状況 に置 かれた者 たちもまた死 を迎
えるこ とにな る。埋葬 されるべき死体 を描 くとい う墓暴きは いつ しか 自己を暴 くことにつなが
る。そ こには可逆的な関係が生 じる。
死体描写 と同じく、遺品を保存 し、 あるいは死者を回想す る行為 も物語 において は無償 の も
のではな く、回想す る者をもう一つの死 に関わ らせ る。 遺品 としての髪の毛、 あるいは思 い出
の中の髪 の毛は死者(死 体)の メ トニ ミー として 全体 を強 く喚起 し、全体 の代理 となる(『 モー
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ヌ の 大 将』、『死 都 ブ リュー ジ ュ』)。 死 体 は さ まざ まな 形 に姿 を変 え て 生 者 の 中 に分 身 と して 象
嵌 され 、 物 語 全 体 に ち りば め られ る(『 マ ノ ン ・レス コー 』、 『夢 』)。 こ う して 物 語 は、 死 者 を
忌 避 す る と同 時 に死 者 に牽 引 さ れ もす る 遺 され た 者 が く不 気 味 な も の〉 を体 験 す る 世 界 とな
る。 『シ ャベ ー ル 大 佐 』 の死 体 は物 語 世 界 を動 き 回 る 。 追 放 され た 者 が死 体 と して 、 生 け る屍
と して 故郷 の家 に 回帰 しよ う とす る とき 、 彼 は 遺 され た 者 に と って く 不 気 味 な もの 〉 とな る。
喪 の物 語 にお いて 遺 され た 者 は 絵 を描 くの で あれ 、 モ ル グ で お のの き つ つ好 奇 心 に 駆 られ て死
体 を見 る ので あれ 、 タ ナ トス に 牽 引 され て 、 自ず と も う一 つ の 死 に 至 る。
第4章 写真あ るいは母の部屋
(死の物語あるいは部屋物語・バル トあるいはまなざしの神話的存在・狂気の部屋・死との戯れ・
夢の死の部屋 ・死者の肖像 ・死のパランプセス ト)
コンパ ク トな写真が居間や寝室 を飾る喪の物語はタナ トス を軸に展開される。 なぜ な ら本質
的機能 として 「写真は不快な もの、怪物的な もの、驚嘆 させ るもの をコー ドの媒介 な しに提示
す る」(バ ル ト)か らで あ り、不在 ・死 を喚起す るか らで ある。 とすれば、特 に亡 くなった親
しい者 の写真 とは遺 された者 にく不気 味な もの〉 を喚起 する装置 となる。 むき出 しにされ続 け
る死体=写 真 にまなざ しを向ける者は死者に唆 されるよ うにして 口を開 く。被写体 とは暗い部
屋=カ メラか ら引 き出された死体 、物語 の明 るい部屋 に居座 る死体 の ことである。 亡き母 の写
真 を前 に して写真=死 を考 察す る 『明るい部屋』の語 り手は、母が住 む部屋が暗い部屋か ら明
るい部屋 になる ことを願 う。死 と写 真 と母 の部屋 はつながる。
明 るい部屋の写真 を前に して人は狂気 に陥る。 写真 とは愛 する者 の不在 と現存 を同時に さり
げな く語 るか らで ある。それゆえに こそ 『愛人』 の娘 は思春期の性 的体験=通 過儀 礼の相手 と
の最初 の決定的な 出会いの場面 を単なる思 い出ではな く、撮 られなかった写 真 として保存する
だ ろう。その不在の写真が 「健康 な狂気」 を生きた母や 兄たちの家族 写真 の中心 になる。 今や
狂気 の家族 をすべて失った老 いた語 り手に とって、死 者たちの写真を支える不在 の写真 ・写真
の不在 とは愛 と死 を想起させ る装置ではな く現 存 させ る装置で ある。 その装置によって、性愛
の体験 という表層 の物語は愛 と死の家族物 語 を深層 において展開す る。
『恐 るべ き子供 たち』 の亡き母 の部屋 で写真 と戯れ る姉 と弟は死 を招き寄せ る ことにな る。
仮死体験 を儀式化 して遊ぶ ことに習熟 した姉弟に死 を もた らすのは、 弟がその偶像 の写真 を宝
物 の小箱か ら取 り出して部屋 に安置する行 為である。 彼方か ら訪れた死者 として写真は遺 され
た者 に罪責感 を喚起 し、〈喪の作業〉を強い ることをr失 われた時を求 めて』 は語 りか ける。
今では肌身離 さず持ち歩 く亡き祖母(母 の分身)の 写真 は、カメ ラのよ うな暗い部 屋に住 む祖
母 の夢 を見た孫(息 子)に 服 喪を強いる。
しか し写 真は、 服喪が両義的で あって殺意 を秘 めて もいる ことを教える。 『ピエール とジャ
ン』 にお いて、家の友 人 としてかつて家族 と親 しかった男が弟息子にだけ財産 を遺 した ことか
ら、そ の訳 を探索 し始める兄は暖炉にさ りげな く飾 られていた男の 肖像写真 に促 されて疑 惑の
路 に迷い込 む。母 の不倫 を告発 して家族 団樂 の邪 魔 とな る兄は、 「家族 小説」 の迷路か ら抜け
出るた めに、母 と弟の用意 した棺 のよ うな船室 に横たわ り、喪服を着 た母 に見 送 られる ことに
な る。
物語 の写真 とは死者 を閉 じこめかつ晒す 棺であ り、写真 を見る者、 持ち歩 く者 は棺 を抱え、
棺 に入れ られ る。
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第5章 まな ざ しあるいは死の家族
(家族の肖像 ・対象の分身化あるいは二人のイズー ・闇のまなざし ・水の誘惑 ・まなざしを習
得する部屋 ・喪のまなざしと犯罪)
写真が死 と強 く結ば れる ことによって、写真 の物語 は まなざ しが死を もた らす メ ドーサ 神話
につなが る。写 真=死 とは近代 の まなざ し(邪 眼)に ほか な らない。 まな ざ しを主題 と して
死 ・喪の物語 を解読する と、それが 家族物語 の相 貌 を呈する ことが判明す る。死 を前に して家
族は葛藤 し、それぞ れの物語 を語 り、やが て死 んで行 く。 こうした家族 の死 を演 出するのが ま
なざ しであ る。 まなざ しには罪責感 が伴 い、犯罪 が生みだされて行 く。
愛の媚薬 を飲み干 した トリスタンとイ ズーが交 わ したまなざ しは二 人を相思相愛 の恋 人同士
にするが、イズーは トリス タンの父 であるマル ク王の妻 とな り、 それ ゆえに彼 の母 とな り、三
者は家族 の三角形を構 成す る。他者 のまな ざ しを証言 に して、 二人は王(父 に して夫)の 前で
身の潔 白を巧みに演 出す る。 しか し最後 に他者=分 身のまなざ しが二 人に死 をもた らす。そ の
誕生によって母 に死 をもた らした悲哀 の子 トリス タンは金髪 のイズー と結ばれな い ことに絶望
して 白い手のイズー を妻 にす るが、黒 い旗 を見た とい う妻 の嘘 によって死 に、金髪 のイズー に
死 をもた らす。 まなざ しが家族 に愛 と死 をもた らす。
『田園交響楽』では盲 目の少女 に まなざ しが与え られ るや、愛 と死が 同時 にもた らされ る。
盲 目のナ ルシスで あったジェリュ トリュー ドを養育す る牧師 もまたもう一人 のナル シスで あっ
て、彼女 がまなざ し=知 を獲得するや、彼の無知が さ らけ出され る。二人のすれ違 いをそ うと
は知 らず に演 出す るのは牧師 の息子=分 身 と水鏡で ある。息子 の顔 に映 る父 の分身 と、父 と子
のあ いだで 引 き裂 かれた娘が 水面 に映 る自分 の姿 とい う分 身 に会 うや、愛 は即座 に死 に向か
う。
『パル ムの僧院』 において、誰が死 んだ訳で もな いの に喪服 を着通 した母か ら生 まれ た息子
ファブ リス を愛 した クレリアは、 恋人の顔 にまなざ しを決 して 向けないか ら、瀕 死の父を助け
て欲 しいと聖母 に願 う。人妻 となった彼女 は、 闇の部屋で恋人 に会 い息子を もうけるが、息子
が死んだ ことにして館 を喪の黒 い布 で覆 うとい う奇計 によって息子 をさらった影 の夫フ ァブ リ
ス と親 子水入 らず の生活 もつか の間、息子 を本当 に死なせ、聖母へのまなざ しの誓 いを破った
せいであ るかのよ うに、ま もな く息絶 える。
死 を望 まない者は愛す る者 にまなざ しを向けてはな らない。 『異邦 人』 のムルソーは賢 明 に
も棺に横たわ る母の顔を見 ようとしない。服喪 の息子は棺 に似た場に寝そ べるアラブ人 とまな
ざ しの対決 を行 う ことによ って殺 人 を犯 す。 母 の死 を経験 しなが らそ の死 を認め よ うと しな
か った、 また父の死を実感す る ことのなか った息子は犯罪を通 して愛 と死 のまなざ しを習得す
ることにな る。 このまなざ しによって母 と父 を理解 し、赦す 息子は処刑 を待 ちなが ら真 の生を
経験す る。物語世界においては喪 のまなざ しは罪責感 の有 無に関わ りな く犯罪 を招 き寄せ る。
とい うことは、死はまなざ しの家族 を法廷 に引きず り出 し、 それぞれが裁 きを与 え、与 え られ
ることを演出する と考 え られ よう。裁 きの部屋 に立 っためには犯罪 に手 を染 めな ければ な らな
い。
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第6章 死 の 都 市 あ るい は語 る部 屋
(二重 の死 一犯罪都市 あるいは語る部屋 ・喪の都市 あるいは犯罪 の部屋 ・喪 の肖像 あるいは殺
す女 ・モルグ の都市 ・死 と喪 の獲得 あるいは終 わ りの演出 ・喪の促 しあ るいは殺 人 ・「良 き問
い」を巡る語 り ・遺 され た者 あるいは語 る部屋)
喪の物語 において遺 され た者 は殺 人を犯す か、 あるいは自 らが死ぬ。遺 された者は、死へ と
向か う道程 において罪責感 に打 たれて語 る。死 は語 る契機で ある。遺 された者は 口を開 き、そ
の口を閉ざすまで物語 が続 く。
『死都ブ リュー ジュ』 の服 喪の夫は死 の雰 囲気 が支配す る都市で 亡き妻 を祀 る喪 の部屋 をし
つ らえて暮 らす。舞 台女優 に妻 の分 身を発見 して深 みには まって い く男 は、死 の都市(「 亡 き
妻はブ リュー ジュであ った」)に 強制 され たかのよ うに、次第 に生者 と死者 の違 いを認めて い
く。亡 き妻の服を着せ てみて ももはや相似性 は戻 らず、妻 の遺 品の中か ら取 りだ した髪 の毛 を
女が振 り回 した とき、 夫はそ の髪 の毛で女 を殺す。死者 の祭 りが行われて いたその 日、殺人 を
犯 した男は殺 され た女 に再び亡 き妻 を見 出して 「死 の都 ブ リュージュ_」 と咳 く。殺人 を犯 し
た者は物語 を語 るために口を開 き始 める。
『死 の ごと く強 し』 の喪服 の人妻 は、 肖像画 のモデル にと懇望 されたその あげ く、画 家の愛
人 とな り、手紙 を交換 しなが ら相思相愛 のままに穏やかな老年 を迎えよ うとする矢先、再び喪
に服す。画家はそ の とき女 の娘 に美貌 の絶頂 にあった愛人 を見 出し、 もう一度絵 筆 を振 るいた
い と望む。男 を惹 きつけるため に普段か ら娘 にわ ざと似せて若 さを演出 して いた女は、悲哀 に
病み衰えた姿で鏡 に向か い、嫉妬 に駆 られて、娘 を描 くことを赦 さず、ひたす ら男 を裁 くが、
男 も女を説得 しよう とし、互 いの語 りによ って 身を苛む。絵筆 を禁 じ られた男は車 にひかれ る。
臨終 の床で愛 の証 の手紙 を焼 いた女は、そ の炎 に血 の色 を見て 「人が殺 され るのを眼前 に見た
よ うに思 い」、恐怖 にお のの く。愛 の証 として手紙 を書 き続 け、嫉妬 の語 りの炎で男 を焼 き尽
くした喪の女 はこう して殺 人 を犯す。
『テ レーズ ・ラカ ン』 において、愛人が 夫を殺 す のを見 ていた不倫 の女が 喪 に服 して生きる
都 市の小路 はモル グに似て いる。陰気な喪 に飽 いた人 々が息子 を亡 くした母 を唆 して不倫 の男
女 を結婚 させ る。喪が 明け、新たな三人家族が始めた ささやかな生活は一直線 に死 に向か う悪
夢 となる。二人 のベ ッ ドに夜な夜な現れ る溺死体が二人 の口を開かせる。絵 を描 けばすべてが
殺 した男 に似 る男 と、溺死体 を産み落 とす悪夢 に取 り愚かれた女は、遺 された母 に向かって犯
罪 のすべて を語 り続 ける。 日毎夜毎同 じ舞台 に立 って犯罪 を演 じる二人 を凝視す る母は全身麻
痺 のために生 ける屍で ある。 モルグの家は こうして劇場 とな り、法廷 とな り、幻想 に慧かれた
二人 は語 ることに疲れ果てて毒 を仰 ぐ。 〈その後〉 を作 り出 した二人は語 り続 けてやは り死を
迎 える しかな い。
殺 さなかった者で さえ、語 ろ うとすれば死 に関わ る しか ない。 『夏の夜の一〇時 半』 の人妻
は殺 人を犯 した者 に執拗 に呼びかけ る。 彼女の手助けで逃亡 した犯人は 自殺 する。 死は語 る欲
望 にエネルギ ー を与 え、語 る欲望 は新たな死 を招き寄せ る。 『異邦 人』 はくそ の後〉 において
語 る者が死 を招 く典型的な例 である。母 の喪 に服す寡黙な息子が殺 人を犯 し、取 り調べ を受け
てくそ の後〉 を語 るという設定は、 どんな寡黙な人間で もくそ の後〉 に置かれるや、その 口を
開 くことを示す。犯罪は彼 に家族 との対話 を促 し、彼 を語 り手 にし、死が待ちか まえて いるこ
とを自覚 させ る。物語世界の喪は語 りを促 し、死 への欲 望 を露 にする。
語 る行為 を引 き出す のは沈 黙 した死者のまなざ しだ として も、それ を体現す るのは眼前 にい
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て耳 を傾け る者 の 「良き問い」で ある。 『ヴィオル ヌの犯罪』 にお いて、殺人 を犯 して死体 の
首 を隠 した者がそ の在処を白状す るため に 「良き問い」 を して欲 しい と願 う。従妹 を殺 した人
妻はそ の奇矯な言動で知 られ、秩序だ った語 りがで きなかったが、逮捕後、整然 と語 り始 める
の は 「良き問 い」 を引き出そ う とす るためで あ る。死 と同様 に、語 るた めの必須 条件 であ る
「良 き問 い」 もまた、女が切 り落 と してそ の在処 を白状できないでいる首 のように見つか らな
い。 問い続 ける者が深 く死 と関わ りさえすれば、 「良き問い」は見つか り、語 る部屋 に入 って
口を開き、新たな死に向か うだろう。結局 の ところ犯 罪の真の動機 とは語 る ことで あ り、〈そ
の後〉の状況に身を投ず る者 は語 り出す。
第7章 喪の物語あるいは語 る物語
(語 り手の物語あるいは物語を語る人 ・死の物語と喪の物語 ・無邪気を装う語り手 ・過去か ら
現在へあるいは虚構から現実へ ・消しゴムによるパランプセス ト・死に向かうく彼〉と語 りに
向かうく私〉の戯れ ・語る物語か ら聞く物語へ)
一人称形式の物語 を語 るく私〉は愛す る者 を喪 って くそ の後〉 の状況 に置かれて いる。<私
〉が語 るのは 「喪の作 業」(フ ロイ ト)の 一環 だが、 その語 られ た物語 世界 にお いて も愛す る
者たちは語 り合 う。彼 と彼女が語 り合 った ことが らをく私〉が 回想す るのが 「喪 の作業」だ と
しよ う。 「小説 にお ける人間 は本質 的に語る人 間で ある。」(パ フチ ン)そ こでく私 〉の語 りと
語 られ る対 象のく彼(女)〉 の語 りという二つ の語 りを問題 に しよう。
『狭き門』 の ジェロー ムは父母 を喪 い、 さ らに恋人 を喪 った10年 後 に恋の 目覚 めか ら恋人 の
死までを回想す る。 〈私〉は、物語世界でく彼〉が父母そ の他 の死 に会 うが どの ように喪 に服
したかを語 らないが、〈彼〉が他者の服喪 に関 しては過敏 に反応 して いた ことをさ りげな く語
る。 〈私 〉は愛 し合 う二人 の間で服喪が重要で あることを死 と結婚 の夢の逸話そ の他は語 る。
〈彼〉が死 んだ夢 を見 たと打 ち明 けたア リサは、〈彼 〉を避 けて喪 に服すか のよ うな 日々を過
ご して、家出 し、自殺 と紛 う死 を遂げる。〈彼女〉 と結婚す る夢 を見た と語 り返 したく彼〉は、
恋人の真意が分 か らぬままに結婚 を望み続 けて遺 され る。 この逸話 を想起 したく私〉は、手紙
や 日記によ るく彼女〉 の語 りを部分的 に引用 して、忌避 の理 由を男女 の間の策略 に過ぎなかっ
た と見 な して、 〈彼女〉が象徴的 に喪 に服 して いた ことを否認す る。そ こにく彼〉 とく私〉、
過去 と現在 のジ ェロームが服喪 を避け る態度が 自ず と露:わにな る。そ の回想は奇妙なく喪 の作
業〉、 空虚 な喪である。
しか し喪を忌避す るのはく私〉 とく彼〉、語 り手 と語 る者だ けで はない。二人 のく私〉が死
の物語(悲 恋物語)と 喪 の物語(成 長物語)を 語 る 『椿姫』 を読んだ ほとん どの読者は後者 の
物語 を記憶 に留めない。〈そ の後〉は隠 され、忘れ去 られ、無視 され る。〈その後〉 という現
在 を語 る ことも記憶す ることも困難だが、物語は現在 を排 除 した過去 のみ の語 りによって成立
しては いな い。 『マ ノン ・レス コー』 において く私 〉は恩 人の要請で過去 を語 る。 〈彼 〉は嘘
(詐欺 ・いかさま)を つ きなが らマ ノンを愛 し続 け、父や親友 に嘘 をつ いた ことを語 る。 した
がってく私 〉 もまた優 しく寛大なく父〉で ある聞き手 に何 の意 図もな くあ りのままに過去 を再
現 してはいない。 〈私〉は、愛す る者 とく彼〉 との ことの顛末 を語 りなが ら・、愛す る者 を密か
に永遠化す るために、語 りによってその死体=肉 体 を物語 に象嵌す る。放蕩息子が帰郷の途 中
で過去 の不行跡 を俄 悔 しているわ けではな い。 ここで もく喪 の作業〉 は無邪気 な回想 ではな
いσ
一36一
このよ うにジェローム もデ ・グ リュ も専 ら過去 に何か を した(語 った)〈 彼〉 という存在で
あ り、現在は物語外 で語 って いるく私 〉 という空虚 な、秘か な意 図で過去 を変形す る存在 に過
ぎな い。 しか し二重化 されて いる存在 の両面 を物語世 界 に露 わ にす る小説が ないわ けでは な
い。 『時間割』は過去 と現在 が物語内部で拮抗 する物語 である。 主人公 のく彼〉 は殺 鐵 の歴史
に彩 られた都 市を瀕死 の状態で半年 間さ迷 った後 で語 り手 とな り、 〈私〉 と して瀕死 の過去 と
死の影 が慧きま とう現在 を克 明に記録 しようと毎 日努 力 しな が ら残 りの半年 間を過 ごす。過去
の再現 に時間を取 られ て現在 の 日録 に至 らな い語 り手 はさまざまな語 りの工夫 を しなが ら、一
方で犯人の分 か らぬ殺 人事件 を告発 した推理小説 を愛読 して真犯 人を探索 し、他:方で死 の脅威
に晒され なが ら復活 をかけて、過去 と現在が有機的 に関わ る全体 を復元 しようと努力す る。死
の歴史 ・物語 を語 る者は常 に遺された者である。〈私〉は都市 ・人類はそ の誕生以来殺 人を犯
して きた と語 り、告発す るが、その告発がわが身 に反映す るこ とを最後 に認識す る。過去 だけ
で物語が成立す るわ けではない。
『消 しゴム』 の物語 状況は告発す る探偵が犯 人 となるオイデ ィプス的状況 の典型で ある。殺
人事件 の犯人 を探索す るよ うに都市 に派遣 された諜報員は、迷路 をさ迷 う間に殺 されそ こなっ
て隠れて いた被害者 を殺 して しま う。彼は遺 された者 として、探偵 ・犯人 の役割 を引き受け、
語 りの主体 とな り対象 となる。 それは また犯人が主役 とな る死 の物語 と探偵が主役 とな る喪の
物語 という二つの次元が反転す る ことを意 味する。過去が動か し難い もの として物語 を独 占す
るわ けではない。語 る者 と語 られ る者、現 在 と過去 は可逆的で入 り組んだ関係 を結 ぶ。 『迷路
の中で』では物語 の内部に語 り手の現在(い ま ・ここ ・わた し)が 姿 を見せては消える ことを
繰 り返す。亡き戦友 に託され た小箱 を抱 えてその父 に会お うとして、死の都市 を彷 裡す る兵士
は約束 の場 を、名前 を、 目的を思 い出せず に迷路 を歩き回る。語 り手は、死の危険 に晒 されて
兵士が行 きつ戻 りつする街 と安 全な語 りの場を 自在 に往来 し、記憶 を取 り戻 しかけた服喪 の兵
士 を殺す ことで物語 を終える。 〈彼 〉は死 の場 に向かい、〈私〉は語 りの場 に向か う。 しか し
語 り手が物語外部の安全な隠れ 家にいて語 るわけではない とすれば、聞き手 もまた 同じ状況 に
晒 され るのは不思 議でない。語 り手 に物語が あれば、 聞き手 にも物語 がある。
第8章 後 日誕 あるいは聞き手 の物語
(語 り手の検閲か ら聞き手の検閲へ ・聞き手の役割 ・語 りと聞きのデカメロン的連鎖 ・遺族志
願者あるいは聞く者 ・臨終あるいは象嵌された聞く者 ・法廷物語へ)
愛す る者の死 を経験 した者 に とって喪 の作 業は二人の共生 を想起 し、 語 ることにあ る。遺 さ
れた者が探す聞き手は大抵 は物語 か ら閉め出されている。 しか し額縁 形式の絵 と枠 か ら成 る物
語が聞 き手に活躍 の舞 台を提供す る。死 によって終わ る絵物 語において姿 を見 せる ことな く耳
を傾 けていた聞き手は枠物語 の中で語 り手 のくそ の後 〉を語 る。 つま り聞き手が語 り手 と交代
するデカメロン的状況 を分析す る と、通説 と異 な り、物語 発生の現場 における聞き手の重要性
を語 る枠 は絵 の解釈 に一定 の方 向を与 えて いる。枠 は絵 の飾 りではない。
『マ ノン ・レス コー』 の聞き手 は語 り手 に対 して親切 であ り、その語 る ところ をそ のま ま受
け取 り、肯い、語 り手の物腰 と語 る態度 を称揚す る。逆 に 『谷間の百合』 の語 りをねだ る聞き
手は語 りの内容 と語 り手=恋 人 の心性 を厳 しく批判す る。 共 に理想 の恋 人を喪 う二つの作品 に
おいて枠 物語 と絵物語 は相互 に反映 し合 って いる。寛大 な聞き手は愛す るマ ノンを喪った放蕩
息子 が二 人の逃避行で求め続 けて拒否 された理想 の父 を体現す る という形 で、 また峻厳 な聞き
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手 は愛 を受 け入れ ることを拒否 し続 けた理想 の人妻 と結婚 を拒否 したそ の娘 を体現す る とい う
形で、枠は絵 を象嵌 し、反映 し、物語全体 の主題 を提示 し、 あるいは一つ の解釈 を提示す る。
『サ ラジー ヌ』の聞き手が語 り手 の性的欲望 を退 けるのは、去 勢の歌姫 の物語 を聞き終 えて後
で ある。 『谷間の百合』 と同様 にそ こでは枠は去勢 とい う絵 の主題 を反映す る。
『椿姫』は、相思相愛 の物語が嘘 を契機 と して二 重化 し、マル グ リッ トの死 に至 るまで をく
私〉(ア ルマ ン)が 語 る過去 の物語 と、そ の聞 き手(駆 け出しの 「作者」 を名乗 るく私〉)が
語るアルマ ンの喪明けに至 るまでの現在の物語 に分かっ。読者 は前者 のみ を 『椿 姫』の物語 と
して記憶 するが、後者 は前者 を悲恋物語か ら成長物語 に変え ることに寄与 して いる。 というの
も作家修行 の物語 と して後者が前者 に反映するか らで ある。
語 り手 と聞き手の関係が一方的な ものではな いことを教え る額縁形式は、対話(語 り聞 く役
割 を相互 に変 える行為)あ るいは語 りのデカメ ロン的連鎖が多 くの物語理解 の鍵 を握って いる
ことを示 して いる。 『アタラ』で は聞き手が次 々 と死 の物語 を語 り伝 え、死 んだ幼児 を胸 に抱
き しめる母が一族 の滅亡の物語 を旅人に語 り伝 え る。語 り手の ように先祖 の遺 骨を抱 えて彷 裡
して いな い ことを嘆 く聞き手は死 の物語 を聞 くことによって遺族 となる。
『モデ ラー ト ・カ ンター ビレ』の男女 は殺 人の現場 となったカ フェで事件 を再構 成 しよ うと
語 り合 いなが ら、一向 に明 らか にな らない事件 の物語 に次第 に女の身の上話 を交錯 させ、遂 に
二つの物語 を接ぎ木 し、一つの死 ・喪 の物語 を完成 させ る。殺 人の後 日課 にお いて二人 は見知
らぬ者の死 を引き受け、遺族志願者 としてくそ の前〉を語 り、遂 に聞 く女 は語 る男 に殺 されて
「私は死んで いる」 と男に宣言す る。絵物語がつ いに空洞化 され たままで、枠物語 のみが展 開
され、実質化する。物 語を発生 させ るた めに語 り手 と聞き手 がや り取 りす るデカ メロン的状況
で、聞き手の物 語が肥大化 し、死 の物語 と して最後 を迎 える。
『草』 の臨終 の老婆 に付 き添 いなが ら、婚家 を脱 出 しよ うと試 みなが ら語 り続 ける女は老婆
に小箱 を託され、そ の死後 にそ こに留 ま り、そ の後 を継 いだ饒舌な老婆 の聞 き手 に転落せ ざる
を得 ない。 というのも彼女 はその聖遺物箱 の蓋 に描かれ た絵 の女 にそ っ くりナあるか らには、
物語 の中に象嵌 されて、身動きが最初か ら不可能だ った ので あ り、見かけ の語 り手 に過 ぎず、
本質的 には聞 き手で あった。
額縁形式が明 らか にす る語 り手 と聞き手のデカ メロン的状況、 あるいは死の物語 と喪の物語
の反転は、多 くの物語 にあっては登場人物たち の攻防 とな る。額縁形式では語る登場人物たち
の言説 をたえず削除 ・歪曲 した語 り手は最終的 には聞 き手 によって同 じ憂き 目に会 う。 この形
式 によ らな い物語 にお いて も、実は互いが互いの言説 を検 閲す る、すなわち裁 く姿 が露 に見え
て くる。そ こに こそ物語の葛藤が生 じる。死 の物語 を語 ることも聞 くことも無償 の行 為ではな
い。
第9章 法 廷 物 語 あ る いは語 る こ と と聞 くこ と
(死の物語 を象嵌する喪の物語 ・拒 まれた法廷 ・訴訟あ るいは誘惑 の物語 ・二重 の法廷 ・死 を
待ちなが ら語 ること ・もう一つの法廷 ・循環 の論理か ら起 源に向かって)
物 語 を挟 んで 攻 防 が 繰 り広 げ られ る場 は法 廷 で あ る 。 物 語 の 法 廷 とは死 と喪 を語 り ・聞 く場
で あ る。 法 廷 は 死 を起 源 と して 開 か れ 、 死 を与 えて 閉 じ る。 『シ ャベ ー ル 大 佐 』 は 戦 死 した と
見 な され た男 が 再 婚 した妻 に 出 し続 け た 手紙 を 無視 さ れ 、 戸 籍 の 回復 を求 め て法 廷 に立 と う と
す る物 語 、 奇 妙 な く そ の後 〉 の物 語 で あ る。 自分 の語 る 物語 を真 実 の も の と して 耳 を傾 けて く
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れ る人物 を求め る語 り手が見 つけた代 訴人は妻 の代 訴人であった ことか ら、死んだ ままで いた
くない夫 と遺 された ままでいたい妻 のあいだで最初 は代訴 人を挟 んで、後 に代訴人抜 きで対話
が行われ る。死者は死の物語 を、 生者 は喪 の物語 をぶつ け合 い、最後 に遺 された者が攻防 を制
す る。公的な法廷に立っ ことが ない として も、二 人は攻 防の場 を私的な法廷 にしてい る。
r修 道女』 は法廷 を最後 まで求めつ つ、修道 院の内部 を法廷 に変 え る物語で ある。嫌 々なが
ら修道院 に入れ られ、社会 的に死 んだ女 は至 る ところに性 と死 をまき散 らしなが ら法廷 を求め
続 け、生への欲望にすがる。訴訟 のために手紙 と手記 によって物語外部 にいると想定 され る聞
き手 に語 り続ける女は修道 院内部で 院長そ の他 に異議 申 し立て を行 い、何度 も判決 を言い渡 さ
れなが ら、語 り続 けて死ぬ』良 き耳 を持 った理想 の父あ るいは母 を求めて彼女 は法 廷を求 める
が、彼女に性 と死が常 につ きまとい、彼女 を誘惑 し、その対話 の試みを挫折させ る。
公的な法廷 に立 つためにはr異 邦人』の主人公 のよ うに殺人 を犯せばいい。法廷 は母 を亡 く
した息子を犯罪 によってではな く服喪の態度 によって裁 き、死刑 を宣告する。通 夜に母 の棺 を
前に して喫煙 と喫茶煙草 を吸 い、眠 りこけ、埋葬 の翌 日に喜劇映画 を見て母の部屋に女 を泊め
た息子は親殺 しを実行 した も同然だか らこそ有罪であ ると検事 は言 う。 しか し秘か に母 を想起
する喪の 日々を過 ご して いた息子は死 によ って母 と結ばれ ることを願って いたのだか ら、死刑
こそ彼 が秘か に開いた もう一つの法廷の判決であ る。彼はそ の法廷で息子の許 しな く婚約 して
いた母 を許 し、 自らに死刑を宣告 し、広場 で父に見 られなが ら処刑 される ことを望 む。
死 を待 つ者は語 る。 『ペス ト』 の、ペス トが蔓延 し、戒厳令が 敷かれた都市 に閉 じ こめ られ
た人 々は死 を待ちなが ら語 る。判事 を父 に持ち、 父の死 刑判 決を聞いて家 出 し、世界 を放浪 し
て きた息子は語 る者たちの中で一人だけが耳を傾 ける医師に人は皆ペ ス トに罹 って いる とい う
信念 を語 る。 してみれば この息子 に とってペス トの都市 はその認識 の正 しさを証 明す る場 とな
り、都市 自体が毎 日人々を裁 き処刑す る法 廷 となる。そ の法廷 でペス トの兆候が現れ た人々を
隔離 す るか死 亡診断書 を書 くだ けの医 師は己 の無力 さを噛み しめつつ耳 を傾 ける。彼 の元 に
や って くる人々はその耳にペス トへの恐れ ではな く、 自己の生を語 る。 というのもペス トの世
界では蔓延する死は もはや なにもので もな いか らで あ り、ペス トは抽象 の病で しかな いか らで
ある。ペス トを抱えて放浪 していた息子が現実 のペス トで倒れ たときを境 にペス トが終息 に向
か う。 こうして耳 を傾けてきた医師は遺 され た者 とな ってペ ス ト年代記 を語 るだ ろう。都市の
外で療養 していた妻の死亡通知が彼 を二重 の喪 の状況 に置 くか らには彼 ほど語 り手 として相応
しい者は いない。
愛す る者の死 に直面 した者 だけでな く、見知 らぬ者 の死 に際 して遺 された者 とな るとき、人
はオル フェス となって 同じことを繰 り返 し語 る。r転 落』 にお いて、法廷で活躍 していた弁護
士が投身 自殺 を見 逃 した自己 を犯罪者 とみ な し、 ヨハネ を名乗 り 「改俊 した検事」 と称 して、
隣人に語 りか ける。彼 は自己 の原罪 の物語 を語 り終え るに当た って、 これ までの ことは誰 にで
も当てはまる身の上話だ った、今度はあなたがそれ を、〈私〉 と同じ物語 を語 る番 ですよ と聞
き手に迫る。無邪気な 聞き手は不正 と欺 隔 に満ちた人間 の救済 を夢見て元弁護士 が開 く私 的法
廷 にそれ と知 らず に召喚 されて いた ことにな る。デカ メロン的連鎖あ るいは循環 が物語 の文法
だ としても、原罪 を背負 うことによ って転落 を始め る元弁護士 の物語は、 どこかに物語 が発す




へ・〈家族小説〉あるいは無邪気な闇・死の物語(物 語の死)か ら不死の物語(物 語の不死)へ)
起源 の物語 は誕 生よ りも死 を軸 として展開 され る。 フロイ トは人類史 と個 人史 の レベル にお
いて死 を軸 として起源 の物語 を展開す る。彼は文化 の起源 に人類最初 の犯罪(息 子 による父殺
し)を 据え、 家族 の一員 と して人間が 自我形成 に歩み 出す 出発点 にも.同じ犯罪 を据 えて 「家族
小説」幻 想を語 る。 しか し人類 と個人 に関す る起源 の物語 を家族 か ら切 り離 して一般化すれば、
死 は物語 をその主題 が どうあれ閉 じるのではな く開 く。 とすれば物語は死 の物語でな く喪 の物
語 であ るこ とを本質 とし、起 源 とす る。 そ こか ら一切 が生 じる 「創始 的殺 人」(ジ ラール)の
物語 を起源 として派 生 した儀 式 あるいは物語 は暴 力に よる死 を反復 してい る とす るジ ラール
は、福音書 の受難 の物語 を読み解 いて、そ こに暴 力を阻止す る真 の供儀の物語が隠 されて いる
と主張す る。
イエスの供儀 の物語 をバプテスマの ヨハネの暴力 の物語 と対 にして読む ジラール に倣 って、
福 音書の ヨハネの物語 と対 に して、現代 の ヨハネ を名乗 る元弁護士 を主人公 とす る 『転落』 を
読 む と、私たちは この ヨハ ネがイ エスの物語 を死 に至 る物語 としてではな く、死 を出発点 とす
る物語 として解 釈 している ことを知 る。物語 においては死あ るいは殺 人は物語世界の存在の起
源 とな る。
死の物語は実は喪の物語 であ り、起源 にある物語 の中心は死ではな く喪である。二 つの物語
は攻 防を繰 り返 し、死 を物語 の最後 に置 いたか と思 うと最初 に置 く。 『夢』 とい う家族 小説幻
想の物語は孤児ある いは私 生児 と しての ヒロイ ンが親 に背いて駆け落ち した罰 として子を喪っ
た と考えて生 きてきた養父母 に育て られ、物語 の最後 に結婚 式 の最 中に死 ぬ物語 である。 ゆえ
に 『夢』は幻想=物 語の最初 にも最後 にも確 かに死 はあ るということを教えるく物語 について
の物語〉で ある。起源の物語 あるいは物語 の起源 を想定 して も死 ・喪を逃れ る ことはできない。
物語が死か ら始 まり死で終 わるとすれば、物語 は終 わる ことな く循環す る と考 えざるを得 ない
だ ろう。物語の起源はあってか つない。
第11章 不 死 の物 語 あ る い は物 語 の 不 死
(死 の物語 と喪 の物語 の弁証 法 ・物語 あ るいは メ ランコ リー ・メラ ンコ リーあ るいはエ ク リ
チュール ・エク リチ ュール ある いは物語 ・レクチ ュール あるいは物語の不死)
死 の 物 語 と喪 の物 語 と い う措 定 は、 死 と い う事 象 が 物 語 の語 り の どの 時 点 に 置 か れ る か に
よ っ て 、 また どち らが表 層 を 占め るか によ っ て決 ま る。 しか し両者 の関 係 は弁 証 法 的 に互 い に
影 響 を 与 え、 変 貌 させ 、 入 れ 替 わ る。
単 純 過 去 形 に よ る過 去 の物 語 か ら現 在 形 に よ る現 在 の物 語 へ の展 開 点 をな す 『異 邦 人 』 が 物
語 叙 法 に複 合過 去 形 を用 いて 、 メ ラ ン コ リー を病 む く私 〉 の物 語 を展 開 す る。 そ の 「白 いエ ク
リチ ュ ー ル」(バ ル ト)は 喪 の物 語 叙 法 が 複 合 過去 形 か ら現 在 形 に移 る に つれ て 、 「流 れ るエ ク
リチ ュー ル 」(デ ュ ラ ス)と な り、 物 語 世 界 に死 が 居 座 る メ ラ ンコ リー の 世 界 が 現 れ る。 死 は
訪 れ る も の で は な く、最 初 か らあ る も の とな り、 物 語 と語 り、 死 と喪 は 溶 解 す る。 『モデ ラー
ト ・カ ンタ ー ビ レ』 は この事 態 を 「私 は 死 ん で い る」 と い う不 可 能 な デ ィス クー ル に乗 せ る。
「メ ラ ンコ リー の た め に憔 俸 して い る芸 術 家 とは 、 彼 に取 り愚 いて 象 徴 活 動 を放棄 す るよ う に
仕 向 け る 力 に も っ とも 熱 心 に抗 す る者 で も あ る」(ク リス テ ヴ ァ)ゆ え に、 メ ラ ン コ リー が 物
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語=語 りを支 配 す る よ う にな る。
そ こに 生 じる のは 物 語 とい うく 名 づ けえ ぬ もの 〉(ベ ケ ッ ト)の 世 界 で あ る。 ベ ケ ッ トの三
部 作 にお いて 死 が 過 去 に も現 在 に も未 来 に も居 座 る物 語 世 界 の 存 在 は 語 り続 け る しか な い。<
か れ ・か つて ・あそ こ〉 で な い こ とは確 か で あ っ た と して も、 もは や く わ た し ・い ま ・こ こ〉
とい う座 標 さえ 同定 で きず に い る 瀕 死 の 者 は エ ク リチ ュー ル の 流 れ に身 を 委 ね る。 そ こ に物 語
と語 りを、 語 られ る 者 と語 る者 を 切 り離 せ な い ナ ル シ ス の 世 界 が現 れ る。 そ こで は 誰 も 『謎 の
男 トマ 』 の よ う に 「窒 息 して い る 自分 を 発見 す る 」 こ と にな る 。
ナ ル シス の 果 て しな いお しゃべ りに終 止符 を 打 つ に は、 ブ ラ ンシ ョの よ うに終 わ りの な い死
の世 界 に 『死 刑 宣 告 』 を しな けれ ば な らな い。 遺 され て か つ 常 に臨 終 に あ る者 に とっ て 死 を宣
告 し、 死 を停 止 し、 死 を捕捉 す る た め に エ ク リチ ュー ル とい うメ ラ ンコ リ ック が住 む 「文 学 空
間 」 あ る いは 「死 の 空 間」 に 身 を委 ね る しか な い。 そ こに も終 わ りが な い とす れ ば 、 物 語 は ナ
ル シス の 対 話 の 中 で い つ まで も反 復:され る。 しか しエ ク リチ ュ ール の支 配 下 に あ っ て は、 いわ
ゆ る物 語 は 断 片 で あ り、 残 澤 で あ る。 死 の語 り とは 異 な っ て、 死 の エ ク リチ ュー ル は切 断 し、
齪 齢 をき た し、 前言 を翻 し、 行 き つ 戻 りつ しな が らも流 れ る。
そ の エ ク リチ ュー ル に よ って 臨 終 や 死 の待 機 が 問題 で は な く、 愛 と死 が 支 配 す るそ の 深 淵 を
作 り出す の が 今 日の 作 家 と い う 「心 的 世 界 の 冒 険 者」(ク リス テ ヴ ァ)で あ る とす れ ば 、 今 日
の 読 者 も また 同様 の レク チ ュー ル の 冒険 を強 い られ る だ ろ う。 もはや 頼 る べ き整 然 と した 物語
Hが な い か ぎ り、 再 現 可能 な 物 語1も な い読 者 も ま た、 死 の エ ク リチ ュー ル の流 れ を、 そ の流
れ が い つ しか物 語 皿 に 向か う こと を祈 りつ つ 泳 ぐ しか な い。 語 り手 の本 質 が 聞 き手 に耳 を 傾 け
させ、 自他 を分 身化 し、 語 りの後 継 者 とす る よ う に誘 惑 す る こ とに ほか な らな い とす れ ば 、 愛
と死、 死 と喪 の よ う に、 エ ク リチ ュー ル も また レクチ ュー ル と対 に な らざ る を得 な い。 始 ま り
と終 わ りが な い く 名 づ け えぬ も の〉 の世 界 を、 つ ま りは私 た ち が レクチ ュー ル の はて に行 き着
い た 世 界 を物 語 とや は り呼 ぶ こ と に して 論 考 を終 え る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、「既 知の神話 や伝 説や 物語」を絶 えず呼 び起 こしつつ、様 々な物語 形式 の伝 統が
培ってきた主題やテーマやモチー フを参照 しなが ら、小説言語 による物語 において「死」、ある
いは「喪」が どのように取 り扱われて いるか を、特 にフランス小説の世界を対 象に考察 し、小説
あるいは物語 とは何か を、現代的な視野 をも取 り込み、広範 にわた る資料 を駆使 して明 らか に
したものである。全編 は11章 か ら構成 されて いる。
「第1章 物語 と死」では、物語 の、近代 か ら現代 にいた る歴史 を、 その内容 の有 為転変、
起 承転結 を次第 に平板 化 して い く過程 として捉 え、 さ らに、20世 紀後半 にお いては、 「死 に至
る物語」 か らしだ いに 「死 に始 まる物語」への変化が認 め られ る ことに言及 し、作家た ちによ
る 「愛 と死 の物語 の解体」 とともに、研究 ・批評家た ちにお けるナ ラ トロジー の名称 の下で の
「物語分析 の方法 ・視点 の刷新」が始 まった ことを指摘す る。 こうした ことに鑑 み、本論で は、
シークエンス、テーマ を始め とす る若干の概念 を操作 し、新たな概念化 を試み る。物語テ クス
トに接す る者が、そ の読書行為の前 中後 に自ず と照 らし合わせ、思 い込み まとめ上げ る仮装 さ
れ た 「できご と」 のレベル を物語1と し、物語テ クス トに書 き込 まれ、語や文の連鎖か ら成 り
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立 つ 「語 られ た こ と」 の レベ ル を物 語Hと し、 読 書 に よ っ て 分 析総 合 し、 テー マ そ の他 の特 徴
を抽 出 して 得 た 結 果 を報告 す る 際 に 自ず と取 る姿 を物 語 皿 と し、 物 語 を新 たな 視 点 か ら三 審 級
に区 別 し、 す べ て の テ ク ス トにお け る物 語 性 検 証 の試 み に 資 す る。 「自然主 義 の 小 説 で さ え も
物 語1と ■が 重 な る こ とが 稀 で あ る のは 、 語 りの行 為 自体 が 取 捨 選 択 を根 幹 と して い る」 か ら
で あ り、 「「で き ご と」 の連 鎖 と比 較 して み れ ば 、 「語 られ た こと」 の連 鎖 は欠 落 、 空 白か ら成
る分 節 とい う こ と にな るが 、二 層 の 比 較 に よ るず れ の 確 認 こそ 解 読 に必 要 な 操作 で」、「そ れ が 、
物 語 皿 を生 み だ して行 く原 動 力 にな る」。 こ う して こ こで は、 『ボ ヴ ァ リー 夫 人 』 を と りあげ 、
具 体 的 分 析 の仕 方 を例 示 して い る点 大 い に示 唆 に富 む 。
「第2章 祝 祭 と して の死 」 で は、 「供 儀 」 と い う観 点 か ら死 の物 語 を分 析 す る。 文 学 創 造 の
営 為 を供 儀 に結 び 付 け て 考 察 した の はバ タ イ ユ で あ る が 、 さ ら に 同 じ くバ タイ ユ の 「蕩 尽 」、
交 換 のテ ー マ に触 発 され 、祝 祭 と い う主 題 を構 成 す る道 化 、 放 蕩 の テ ー マ を挿 入 し、 『ボ ヴ ァ
リー 夫 人 』,『 母』、 『ナ ナ』、 『夢 』 等 の死 ・喪 の 物 語 を解 読 す る。 「死 の物 語 世 界 の 人 物 は 、 生
を 犠 牲 にす る、 夢 を実 現 す る、 あ る いは 幻 想 を 生 き るた め に死 を 選 ぶ 」 が 、 「こ う した存 在 の
死 は 、 儀 式 の よ う に定 め られ」 て お り、 「道 化 の ご と く 日常 の論 理 を拒 否 して 放 蕩 を 生 き 、 途
方 も な い エ ネル ギ ー を消 費 して 、 つ い には 自己 の 肉体 を祭 壇 に横 た え る」 の で あ り、 こ う した
死 が、 深 層 の物 語 にお い て は,「 供 儀 の死 」 とな る こと を結 論 づ け る。 そ れ と共 に、 「死 に よ っ
て物 語 は 祭 祀 の ご と く終 わ り」、 「物 語 ■は終 焉 を迎 え る」 が 、 「死 を供 儀 の 死 と して 提 示 す る
物 語 は もはや 物 語 ■で は な く、 物語 皿で あ る」 こ と を明 確 に して い る。
「第3章 死 体 の論 理 」 で は、 現 実 世 界 にお け る、 葬 儀 、 死 体 の埋 葬 に連 な る 儀 式 は 、 「この
世 か ら離 れ た 」者 た ち の 「忘 却 過 程 を公 的な 制 度 的 も の」 とす るが 、物 語 世 界 に あ っ て は 、 「死
者 は 死体 を通 して 忘 却 に あ らが い 、 まな ざ しを 誘 い」、 これ を媒 介 に 「語 りを」 引 き 出す 。 そ
の こ と によ り、 死 体 が 物 語 を 生 み 出 す と い う 「物 語 の 論 理 」 が 生 じ、 「遺 され た 者 は 死 体 に語
りか け られ 、 語 りを強 い られ 」、 そ の意 味 で 「物 語 は死 体 の 周 囲 に 生 まれ る」 こ と を始 め に指
摘 す る。 「死 の物 語 とは 死 を追 放 す る物 語 で あ り、 喪 の物 語 とは 死 が 回帰 す る 物語 で あ る とす
るな ら」、 本 章 で 「死 体 の論 理 とい う観 点 か ら分 析 す る」 小 説 テ クス トは、 「喪 の物 語 に比 重 が
か け られ た 物 語 で あ る」 が、 こ こで は、 前 章 に取 り上 げ た作 品 の ほ か、 と りわ け 『テ レーズ ・
ラ カ ン』、 『知 られ ざ る傑作 』、 『制作 』、 『死 都 ブ リ ュー ジ ュ』、 『マ ノ ン・レス コ ー』、 『シ ャ ベー
ル 大 佐 』、 『死 の ご と く強 し』,『モ ー ヌ の大 将 』等 を取 り上 げ て い る。 そ れ らを例 と して 詳 細 に
論 究 し、 「死体 描 写 」 にお いて 、 また 「遺 品 の 保 存 」、 あ る いは そ の 他 何 らか の 「死 者 の 回想 行
為 」 にお い て で あ れ 、 遺 され た 者 は、 物 語 世 界 にお い て 、 「不 気 味 な もの」 を体 験 し、 こ う し
た 喪 の 世 界 にお いて 、 タ ナ トス に 牽 引 され 、 生 を脅 か され 、 「も う一 つ の死 」 に至 る 必 然 性 を
鮮 明 に して い る。
'「第4章 写 真 あ る い は 母 の部 屋 」 で は
、 「不 快 な も の 、 怪 物 的 な も の 、驚 嘆 させ る も の を
コー ドの媒 介 な し に提 示す る」 とされ る写 真 の本 質 的機 能 を注 視 し、 親 し い者 の死 後 、 特 に,
遺 さ れ た 者 に 「不 気 味 な もの」 を 喚 起 す る装 置 で あ る 写 真 をテ ー マ と して 、 そ こか ら始 ま る
「喪 の語 り」、 「そ の後 」 の 物語 を扱 って い る。 取 り上 げ た作 品 は、 モ デ ィア ー ノの 『酷 い春 』、
バ タ イ ユ の 『眼 球 課 』、 バ ル トの 『明 る い部 屋 』、 デ ュ ラス の 『愛 人』、 コ ク トー の 『恐 る べ き
子 供 た ち 』、 プ ル ー ス トの 『失 わ れ た 時 を も とめ て 』、 モ ー パ ッサ ンの 『ピ エー ル と ジ ャ ン』 等
多 岐 にわ た る。 と りわ け、 『恐 るべ き 子 供 た ち』 にお いて は 、隠 され て いた 写 真 が 取 り出 され 、
部 屋 に 飾 られ る こ と に よ り空 間 が 満 た され 、 「ま な ざ し」 を介 して 「死 と の戯 れ」 を行 な う と
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き 、 「死 の 物 語 が 動 き 出 し」、 部 屋 に飾 られ た 写 真 こそ が 「死 の 儀 式 を 主 宰 」 す る メ ドウサ の
「邪 視 」 で あ り、 写 真 と部 屋 が 死 ・喪 の 物 語 の 中で 決 定 的 な 位 置 を 占め る こ とが論 じ られ る。
r失 われ た時 を も とめ て』 で は 、 特 に 「罪 責感 」 の ク ロー ズ ア ップ が 指摘 さ れ、 彼 方 か らの 訪
問 者 で あ る 「死 者 と して の 写 真」 が 、 遺 され た者 の 「罪 責 感 」 を 喚起 す る こ と に よ り、 「喪 の.
作 業」 を強 い る ことが 克 明 に描 き 出 され る 。 この 章 の 最 後 で 取 り上 げ られ る 『ピ エ ー ル と ジ ャ
ン』 にお いて は 、 い た っ て平 凡 な 「で き ご と」 と は う らは らに、 「語 られ た こ と」 は 、 「親 子 の
間 の 犯罪 物 語 」 で あ り、 父 の 肖像 で あ る 写 真 の 「まな ざ し」 に よ り、 幸 運 な 「で き ご と」 の 連
続 す る 家族 物 語 が 一 転 させ られ、 遺 さ れ た 者 た ち が 翻 弄 さ れ るが、 そ れ が 「記憶 の パ ラ ンプ セ
ス ト作 用 」 の起 動 に よ る 「喪 の 作 業」 の 一 例 と して 論 じ られ る こ とは 特 記 に値 す る 。
「第5章 まな ざ し あ るい は 死 の 家 族」 で は、 「まな ざ し」 が 、 「死 の交 換 」 で あ り、 「物 語 の
闘 い」 を担 う様 子 に焦 点 が絞 られ る。 まずrト リス タ ン とイ ズ ー』 を 分析 し、 そ こで の 「まな
ざ し」 と家 族 の 関 係 に注 目 し,結 局 、 こ こで は、 「ま な ざ し」 が 、 家 族 に愛 と死 を も た らす こ
とを 結 論 付 け る。 次 に 『パ ル ム の 僧 院』、 『田 園交 響 楽 』 を取 り上 げ る が、 「闇 の 申 に い た 者 に
光 が 訪 れ た ときは 死 の 危 険 に 晒 さ れ る とき で あ る」 とい う点 で は 、 両 作 品 は 、 お な じ物語 と し
て解 読 で き る こ とに言 及 す る。 さ ら に、 『異 邦 人』 で は 、 服 喪 の息 子 は、 母 の死 を経 験 しな が
ら、 そ の死 を認 め ず 、 また 父 の死 を 実感 す る こ とが な か っ た が 、殺 人 とい う犯罪 を 通 して 、愛
と死 の ま な ざ しを習 得 し、 この まな ざ しに よ り、母 と父 を理 解 し、処 刑 を待 ちな が ら 「真 の 生 」
を経 験 す る に いた る こ と を明 らか に す る。 物 語 世 界 に お い て は 、 喪 の ま な ざ しが、 メ ドウ サ 的
まな ざ しの作 用 の 増 幅 を得 て 、 罪 責感 の有 無 に 関 わ らず 、 犯 罪 を、 も う一 つ の死 を殺 人 の 結 果
と して呼 び 寄 せ 、 した が っ て 、 死 の 物語 の 後 に続 く喪 の 物 語 も また、 第 二 の死 が襲 う以 上 、 死
の物 語 と成 る こ と を結 論 づ け る。
「第6章 死 の都 市 あ る いは 語 る 部 屋」 で は 、 まず 犯 罪 を主 題 と して 設 定 し、 喪 の 物 語 、 死
を抱 え た者 の犯 罪 物 語 が 取 り上 げ られ る。『死 都 ブ リュー ジ ュ』、『死 の ご と く強 し』、『テ レー ズ ・
ラ カ ン』,『 夏 の夜 の 一 〇 時 半』、 『ヴ ィ オ ル ヌ の犯 罪 』 等 を取 り上 げ 、 そ の際 、 「身 近 な者 を殺
した あげ く置 か れ る状 況」 を も 喪 と して 考 え、 「物 語 の喪 は語 りを促 し」、 死 へ の欲 望 を露 にす
る こと、 また 、 「来 る べ き死 」 のた め には 、 「語 る こと こそ 残 され て い る」 の で あ り、 こ う して
そ の後 の事 態 を生 き る こ とに な るが 、 さ らに また 、語 る 行 為 を引 き 出 す の は沈 黙 した 死 者 の ま
な ざ しだ として も、 そ れ を体 現 す る の は 眼 前 にて 耳 傾 け る者 の 「良 き 問 い」 で あ る こ と に も言
及 して い る。
「第7章 喪 の物 語 あ るい は 語 る物 語」 で は、 「死 と語 り」 の関 係 は 犯 罪 物 語 に固 有 の も ので
は な く、 喪 の物 語 自体 が 「語 る 物語 」 で あ る とい う視 点 に立 ち 、 喪 を語 る 者 をまず 二 通 りの タ
イ プ に分 類 す る。 つ ま り、 物 語 外 部 に あ り、 時 と して物 語 内 部 に介 入 す る 「語 り手」 と、 物 語
内部 に あ って 語 る者 す な わ ち 「語 る人 」の 存 在 で あ る。 前 章 の 「犯 罪 物 語 」で取 り上 げ た の は 、
この 「語 る人」 で あ る。 本 章 で は 、 「私 の語 り」 と、語 られ る対 象 の 「彼(女)の 語 り」 とい
う二 種 類 の 「語 り」 を問 題 に す る。r狭 き 門』 で は、 「私 」 と 「彼 」 が 、 喪 に 服 す る こ と を避 け
る態 度 が 自ず と露 にな り、そ の 回想 は奇 妙 な 「喪 の 作 業 」、 「空 虚 な 喪」で あ る、 と して い るが 、
『マ ノ ン ・レス コー 』 にお い て も、 「私 」 と 「彼 」 の 分 析 を通 じて、 「喪 の作 業 は」 無 邪 気 な 回
想 で は な い とされ る。 しか も、r狭 き 門』 に 関連 して、 「自 らの楽 しみ の た め」 で あれ 、 一 切 の
主 観 的修 飾 を加 えず に語 る 「語 り手 」 は 、 「物 語 の デ ィス クー ル 的 性 格 」、 メ タ ・デ ィス クー ル
性 を 弁得 て い る こと に言 及 し、 「語 る者 は 表 層 的 に は 過去 に 重 点 を置 く文 を用 い る」 が 、 「現 在
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が 過 去 に反 撃 す るの は,ヌ ヴ ォ・ロマ ン に 限 らな い」こと を示 唆 す る 。ま たそ の他 、『時 間割 』,『消
しゴ ム 』 等 、 さ らに は、 『迷 路 の 中 で』 を挙 げ、 「語 りが そ の対 象 と して過 去 を措 定 す る だ け で
な く、 さ まざ まな 陥 穽 か ら現 在 を顕 にす る な ら、 死 も ま た過 去 の も の で はな い」・こ とを、 この
三 作 品 を引 き 合 い に 明確 に して い る。
「第8章 後 日課 あ る い は 聞 き手 の物 語 」 で は、 後 日課 と い う視 点 を採 用 す る こ と に よ り ,物
語 か ら独 立 した純 粋 な語 りの場 が あ りえ な い こ と を示 し、 後 日課 と い う視 点 は 語 り手 と聞 き手
の 関 わ りを知 る格 好 の場 で あ り、 物 語 世 界 の住 民 た ち も また 語 り、 聞 くこ と を主 要 な 行 為 と し
て い る こ と を まず 指摘 す る。 主 要 な 物 語 を 「絵 物 語 」、 付 録 に あ た る物 語 を 「枠 物 語 」 と して
論 旨 を 展 開す る。 聞 き手 が 語 り手 と交 代 す るデ カ メ ロ ン的 状 況 を分 析 す る と、 通 説 と異 な り、
物 語 発 生 の 際 の 聞 き手 の重 要 性 を語 る絵 の解 釈 は 、 一 定 の方 向 を あた え られ 、 枠 は 絵 の 飾 りで
は な い こ と を、 明確 に して い る 。 『マ ノ ン ・レス コー 』 そ して 『谷 間 の 百 合 』 を取 り上 げ 、 共
に理 想 の恋 人 を喪 う こ の二 作 品 に お い て 、枠 物 語 と絵 物 語 が 相 互 に反 映 し合 い、枠 は絵 を象 嵌 、
反 映 し、物 語 の 主題 の 提示 、な い しは 解 釈 を示 す こと を指 摘 す る。 さ らに、『シ ャベ ー ル大 佐 』、
『サ ラ ジ ー ヌ』、 『ポ ー ル と ヴ ィ ル ジ ニ ー 』、 『椿 姫 』、 『ア タ ラ』、 『ル ネ 』 等 、 そ して 、 『モ デ
ラー ト ・カ ン ター ビ レ』 へ と説 き及 ん で、 語 り手 と聞 き 手 が や り取 りす るデ カ メ ロ ン的状 況 で
の 聞 き 手 の 役 割 を注 視 す る。 『草 』 の場 合 、 臨 終 を迎 え て い る 老 婆 に付 き添 う、 自分 の物 語 を
語 る こ とに 夢 中な 義 理 の姪 は、 物 語 の 中 に象 嵌 さ れ て お り、 「語 り手」 の彼 女 は 、 見 か け だ け
に過 ぎず 、 本 来 聞 き 手 で あ っ た こ と、 彼 女 の なす べ き こ とは、 遺 さ れ た 日々 を待 ち つ づ け、 聞
きつ づ け る こ とで あ り、 それ が彼 女 の 「後 日課 」 で あ り、 か つ 「物語 本体 」 で あ る。 しか し、
「物 語 を延 長 して枠 物 語 へ、 さ らに物 語 皿へ と物 語Hを は み 出 して い く とき、 こ の 聞 く人 を待
つ のは 語 る こ とで あ る」 こ とが 示 唆 され る。 語 る 者 と 聞 く者 との 交 代 は/連 鎖 は、 絵 物 語 か ら
枠 物語 へ移 行 す る 際 に起 こ るだ けで は な く、 ど の物 語 にお いて も両 者 は役 割 を交 代 させ な が ら
「攻 防」 を繰 り広 げ 、 この対 峙 は 死 の 「物 語 全 般 」 に見 られ る構 図で あ る と結 論 す る。
「第9章 法 廷 物 語 あ る い は語 る こ と と 聞 く こ と」 で は 、 誰 も が語 る 者 とな り、 聞 く者 とな
る 法 廷 物語 を 主題 とす る。 これ は 、 前 章 にお いて 、 いわ ば 、 聞 き手 と語 り手 が 同等 の地 位 に 引
き 上げ られ た 上 で は じめて 指 摘 可 能 とな るが 、 こ の両 者 の役 割 の交 代 、 移 行 、 受 け渡 し を、 こ
の 章 で は、 『シ ャベ ー ル 大 佐 』、 『修 道 女 』、 『テ レー ズ ・ラ カ ン』、 そ して ま た 、 『異 邦 人』 につ
い て論 じ、 さ らに、 『ペ ス ト』 と 『転 落 』 を取 り上 げ て 分 析 ・考 察 し、 『ペス ト』 の読 解 が 、 『転
落 』 に受 け 継 が れ る も の と解 す る。 「罪 を犯 し、 死 に 関 わ る者 た ちが 召還 さ れ て 、 集 う部 屋 が1
法 廷 で あ る とす れ ば 、 そ こで語 り、 聞 か され る物 語 は 後 日言輩」 で あ り、 「閉 ざ され た 部 屋 で 人
は語 るか 聞 くか 以 外 の行 動 が 許 され な い か ら,法 廷 物 語 は 純 粋 な 後 日課」 で あ る との テ ー ゼ を
こう した 作 品分 析 によ って 、 説得 力 を もっ て展 開 して い る。 死 の 物 語 は、語 り手 と聞 き 手 の 間
に 生 じる も の と して 見 るか ぎ り、 法 廷 の 物 語 で あ り、 物 語 を提 示 す る語 り手 は 聞 き 手 を意 識 し
なが ら法 廷 のや り取 りに似 た 応酬 を 果 て しな く行 な う と い う こ とが で き、 法 廷物 語 ゐ分 析 を通
して 物 語 全 体 の本 質 を明 確 に して い る の が 本 章 で あ る。
「第10章 起 源 と死 」 で は、 死 は、 物 語 をそ の 主題 が ど う で あ れ 、 閉 じ る の で は な く開 く も
ので あ り、 物 語 は 死 の 物 語 で は な く、 喪 の物 語 で あ る こ とを 本 質 と し、 起 源 とす る こ とを指 摘
し、 イ エ ス の供 儀 の 物 語 をバ プ テ ス マ の ヨハ ネ の 暴 力 の 物語 と対 に して読 む ジ ラー ル に倣 い、
福 音 書 の ヨハ ネ の物語 と対 に して 、 現 代 の ヨハ ネ を 名 乗 る ジ ャン ニバ チス ト ・ク ラマ ンス を主
人公 とす る 『転 落』 を解 読 す る。 そ こで は 、 「喪 に 耽 る」 イ エ ス 像 が鮮 明 とな り、 した が って 、
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福音 書 こそ が 、 本 論 が 主 題 と して きた 死 ・喪 の物 語 を い ち 早 く展 開 して い る こ とを 明 らか にす
る。 さ らに、 第2章 で す で に論 じた ゾ ラ の 『夢 』 を、 再 び 死 ・喪 の物 語 の観 点 か ら考 察 し、 ベ
ル マ ン=ノ エ ル の解 読 へ の反 省 をふ まえ 、 ゾ ラ の物 語 か らは み 出 な い よ う に しな が ら物 語 皿 に
移 行 す るた め に、 メ ラン コ リー の視 点 を 導 入 し、 「死 の物 語 に つ い て の探 索 」 を終 え、『夢 』は、
幻 想=物 語 の最 初 に も最 後 に も死 が あ る こ と を教 え る 「物 語 の物 語 」 で あ り、 死 が 終 わ りか ら
始 ま りへ と読 者 を 回 帰 させ 、 回 帰 す る物 語 が不 死 で あ る こ と.によ り、 「不 死 の物 語 あ る い は物
語 の不 死 」 につ いて 語 る こ との 必 然 性 を帰 結 す る。
「第11章 不 死 の 物 語 ある い は 物 語 の 不 死 」 で は 、近 代 小 説 を通 観 し、 「死 の物 語 が 繰 り返 し
語 られ た 後 に特 に1940年 以 降 に喪 の物語 が 登 場 し始 め た と い う」表 層 的 印 象 に つ い て、 「二 つ の
物 語 は 多 くの 場 合 、拮 抗 し,葛 藤 を 繰 り返 して 現 代 に至 り、死 は末 尾 を飾 る もの で も 冒頭 を刻 印
す る も ので もな く、 共 時 的 に偏 在 す る もの」 で あ り、 ま た、 「起 源 に は起 源 が 先 行 」 し、 「起 源
と非 起 源 が 対 峙 」 し、 「起 源 は あ っ て、 か つ 、 な い」 こ とを指 摘 す る。 さ らに、 『異 邦 人』 は 物
語 叙 法 に複 合 過 去 形 を用 い て 、 メ ラ ンコ リー を病 む 「私 」 の物 語 を展 開 して いる が 、 そ の 「白
いエ ク リチ ュー ル 」 は 、 喪 の 物 語 叙 法 が 複 合 過 去 形 か ら現 在 形 に 移 る につ れ 、 「流 れ る エ ク リ
チ ュー ル 」 とな り、 物 語 世 界 に 死 が 居 座 る メ ラ ン コ リー の 世 界 が 現 れ 、 死 は 訪 れ る もの で は な
く、 最 初 か らあ る もの とな り、 物 語 と語 り、 死 と喪 は 溶 解 す る こ と を、 と りわ け バ ル ト、 デ ュ
ラス を 引 き合 い に示 す 。 しか し、 この エ ク リチ ュー ル が 完 全 に物 語 を排 除 す る もの で は な く、
「メ ラ ン コ リー とエ ク リチ ュ ー ル が、 そ の 親 和 性 を放棄 しな いか ぎ り、 メ ラ ンコ リー は 、 物 語
の尽 きせ ぬ 源 泉 、起 源 で あ る」 こ とを も ま た 明確 に して い る。 さ らに、 ベ ケ ッ トのrモ ロイ 』、
『マ ロー ヌは 死 ぬ 』 を取 り上 げ 、 そ して また 『名 づ け え ぬ も の』 に言 及 す る。 死 が 過 去 に も現
在 に も未 来 に も居 座 る物 語 世 界 の 存 在 は 語 りつ づ け る しか な い が、 「存 在 や 事 物 に対 す る 命 名
を基 礎 と した 語 りの 行 為 と語 りの 主体 の ア イ デ ンテ ィテ ィが 失 わ れ た と ころ か らさ え も物 語 は
再 開 」 され 、 そ こで 展 開 され る の は 、 「物 語 で は な く、 か つ 物 語 」 で あ り、 とい う の も、 メ ラ
ン コ リー の 世界 で は 、 「私 は 語 らな い わ け に いか な い」 の で あ って 、 物 語 に終 わ りは な い の で
あ る 。 しか し、 も はや 「私 」、 「こ こ」、 「い ま」 と い う座 標 さ え 同定 で きず 、 エ ク リチ ュー ル の
流 れ に身 を委 ね 、 そ こに物 語 と語 りを、 語 られ る もの と語 る もの を切 り離せ な いナ ル シ ス の 世
界 が 現 れ る こ とを 説 き 及ぶ 。
エ ク リチ ュー ル の 支配 下 に あ っ て は、 「物 語 は断 片 で あ り、そ の 残 津」で あ り、エ ク リチ ュー
ル は 、「理 論 的言 説 の体 裁 で語 る こ との で き な い 領域 を捉 え よ う とす る 装置 」で あ り、そ こで は、
「死」 は 、 もは や 「か つ て の物 語 を生 み 出 して き た 語 りが対 象 と し うる死 で は な い」。 死 の エ
ク リチ ュー ル は 、 い わ ば、 切 断 し、 齪 酷 を 来 た し、 前 言 を翻 し、行 き っ 戻 りつ しな が ら流 れ る
もの で あ る と し、 この エ ク リチ ュー ル に よ り、 愛 と死 が 支配 す る深 淵 を つ く り出 す 今 日、 「人
が 作 家 と呼 ぶ、 心 的領 域 の 冒 険者 た ち」 は、 今 日の読 者 に も また、 そ れ に対 応 す る レク チ ュー
ル の 冒険 を強 い る わ け で、 本 論 の お わ りで 、 そ の 点 を き わ め て 啓 発 的 に ま とめ 上げ て い る。 エ
ク リチ ュー ル とは、 「物 語 を つ く り上 げ る た め に レ ク チ ュ ー ル を共 同 の不 可 欠 の 力 と して 誘 う
力 」 で あ り、 「物 語 に つ い て の 物 語 、 語 りに つ い て 語 る物 語 を 提 示 す る今 日の テ ク ス トとは、
物 語 皿 をむ き 出 しにす る 装置 あ る い は物 語mを レク チ ュー ル の 助 け を 借 りて 生 み 出す 装 置 」 で
あ り、そ こで は読 者 は、 「物 語1と い う奈 落 の淵 」 に立 ち 、 「絶 えず 不 在 を確 認 しつ つ、 物 語H
の 審 級 か らは じか れ な い よ うに しな が ら、 レク チ ュ ール を続 け、 そ れ が い つ しか 物 語 皿へ の道
を 辿 る こ とを願 う」 こ とに な る と結 論 付 け て い る。
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本論文は、以上の ことか ら明 らか なよ うに、物語 における 「死」 と 「喪」 を主題化 し、物 語
分析 の新たな きわめて生産 的な視点 を導入 しつつ、 近代か ら現代 に至る、特 にフ ランス文学 の
広範 に亙 る多数 の作品資料を分析 ・解読す る ことによ り、 きわめて説得 力のある啓発 的な しか
も斬新 な成果 を挙げて いる。特 に特記 すべ きは、そ の斬新 な視点 によ り、 「語 りの行 為 と語 り
の主体のアイデ ンテ ィティが失われ た ところ」か ら語 られる 「物語」 にまで説 き及び、現代文
学研 究 にもまた、大きな指針 を与 えて いる ことで ある。 この点で も、 この浩潮 な研究成果は、
フランス文学の領域 は言 うに及ばず、広 く 「物語」研究 一般 を も稗益す ると ころ大で あると判
断 される。
よって、 本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと
認め られる。
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